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１．はじめに 
 

文部科学省の「大学入学者選抜方法の改善に関する協議（令和２年６月１９日）」で決定された「令

和３年度大学入学者選抜に係る新型コロナウイルス感染症に対応した試験実施のガイドライン」に基

づき、本ガイドラインを策定するものである。 

 

 

２．基本的な考え方 
 

政府の新型コロナウイルス感染症対策専門家会議の「新型コロナウイルス感染症対策の状況分析・

提言」（３月１９日）においては、まん延防止のために、「三つの密」（①換気の悪い密閉空間、②多くの

人が密集している、③互いに手を伸ばしたら届く距離での会話や発声が行われる、という３つの条件が

同時に重なった場）を徹底的に回避することなどが必要とされており、令和３年度大学入学者選抜にお

いても、試験の実施に関して、広く社会的な理解を得ておくことが重要である。 また、新型コロナウイル

ス感染症対策本部決定の「基本的対処方針」においては、「新しい生活様式」の定着等を前提として、

「感染拡大の防止と社会経済活動の両立を持続的に可能としていく」とされている。 

こうしたことを踏まえ、受験生や試験監督等の入試に携わる職員一人一人が「新しい生活様式」を

日々実践することを前提に、各試験場においていかにして新型コロナウイルスの感染拡大の防止を図

り、受験生に安心して受験できる場を提供できるかという視点に立って試験実施体制を整えるものとす

る。 

今後、新たな感染の拡大や科学的知見の発見があった場合には、改めて本ガイドラインの内容につ

いて検討し、必要な更新・修正等の対応を行うこととする。 

 

 

３．試験場の衛生管理体制等の構築 
 

試験場において、新型コロナウイルスの感染拡大を防止するための措置を以下の事前の準備、試験

当日、試験終了後の３つの時点ごとに構築する。 

 

（１） 事前の準備 
① 試験室の確保 

試験室においては、可能な限り受験生の人数を通常の講義、会議等での使用時における収容定員

の半分程度以内とすることが望ましいとされている。入学者選抜においては、もともと不正防止等の観

点からこの要件を満たしていると考え、大学入試センターが実施する大学入学共通テストの試験場の

収容定員に準じて設定するものとする。 

 

② 試験場・試験室等での措置 

「三つの密」の回避や、混雑を避けるための並び列の間隔指示で床用案内シールを活用など、人と

の距離の確保、マスクの着用、トイレ利用の方法に関する案内紙等を、適切な場所に掲示する。 

 

③ 試験室の座席間の距離の確保 

教室の数や大きさ、受験者数が異なることが想定されるが、あらかじめ感染拡大の防止策を講じてい

ることを踏まえ、座席の配置は、なるべく１メートル程度の間隔を確保する。 

 

④ マスク、速乾性アルコール製剤の準備 



試験場内におけるマスクの着用を義務づけることとし、未所持者にはマスクの提供を行う。また、試験

場入口や試験室ごとに速乾性アルコール製剤を配置する。 

 

⑤ 試験監督者等の体調管理等 

当日試験業務に携わる試験監督者等については、試験前７日程度を目安に、朝などに体温測定を

行うことを要請し、高熱等の症状がある場合には報告させるとともに、自宅待機や医療機関の受診な

ど、労務管理上の適切な対応をとる。なお、当日体調不良などを訴える者がいた場合に備え、代替の試

験監督者等を確保するものとする。 

 
⑥ 医師、看護師等の配置 

発熱・咳等の症状のある受験生が受験する場合に備えて、医師、看護師等の配置を行う。 

 
⑦ 別室の確保 

発熱・咳等の体調不良者のための別室を設ける。別室においては、基本的に概ね２メートル以上の間

隔での座席配置を行う。なお、障害のある受験生のための別室とは別に確保することとする。 

 

⑧ 試験室の机、椅子の消毒 

試験前日に消毒用アルコール（次亜塩素酸ナトリウム液（漂白剤）を希釈したものや界面活性剤で

も可）を使用した拭き取りを行う。また、当日の試験終了ごとに拭き取りによる消毒を行う。 

 

⑨ 面接試験の実施 
感染拡大の防止に留意し、面接試験については、受験生同士及び評価者との距離は２メートル以上

を確保し、マスク着用やフェイスガードを利用し、適宜、窓やドアを開放して換気を行う。 

 

⑩ 試験場への入場方法の検討 

入場開始時間を早めるなど、試験開始までの時間に余裕を持たせ、受験番号ごとに入場時間を割り

振るなど、可能な限り入場時の混雑を避けるための工夫を行う。 

 

⑪ トイレの使用 

トイレは感染リスクが比較的高いとされていることから、トイレ入口に導線を示すとともに、入口におい

て、混雑を避けるための並び列の間隔指示、利用後の手洗いなどを促す案内紙等を掲示する。 

また、ハンドドライヤーのあるトイレはその利用を停止し、トイレ内については換気に注意を払う。なお、

発熱・咳等の症状のある受験生に対し別室での受験を認める場合は、可能な限りトイレを別に確保す

る。 

 

⑫ 試験終了時の試験室からの退出方法の検討 

終了時の混雑を避けるため、各試験室からの一斉退出は認めず、あらかじめ教室ごと又は教室内の

列ごとなどに退出の順番を決めておく、一定間隔を空けて退場させるなどの工夫を行う。 

 

⑬ 保護者控室の設置 

試験場への入場者数や集団の形成を極力抑制する観点から、保護者控室については原則設置しな

い。 ただし、受験生への付き添いが必要な場合に限り（要事前連絡）、受験生と同等の感染予防を講

じることを条件に、待機室を設置して入場を認める。 

 

⑭ 試験監督者等に対する感染対策の要請 

「三つの密」の回避や、人と人との距離の確保、マスクの着用、手洗いなどの手指衛生をはじめとした

基本的な感染対策の継続など、感染拡大を予防する「新しい生活様式」を実践すること。また、他の疾

患の罹患等のリスクを減らすため、2週間前までにインフルエンザワクチンその他の定期接種を受けてお

くことが望ましい。 

 

⑮ 関係機関との連携・協力体制の構築 

感染者が出た場合には、濃厚接触者の特定を行うため、状況に応じ、関係機関と必要な連携・協力

を図ることができるよう体制を構築しておく。 



 

 

⑯ 新型コロナウイルス対応の専用相談窓口の設置 

ホームページにおいて、各試験場、試験室において共通の対応となることなどを整理したものを掲載

し、受験生に対して、受験票送付時に送付するなど、適切に周知する。 

 

（２） 試験当日の対応 
 

① マスク着用の義務づけ 

発熱・咳等の症状の有無にかかわらず、試験場内では、昼食時を除き、マスクの着用を義務づける。

休憩時間や昼食時等の他者との接触、会話を極力控えるよう要請する。試験監督者等についても同

様。 

 

② 試験室ごとの手指消毒の実施 

試験室への入退出を行うごとに、速乾性アルコール製剤による手指消毒を義務づける。試験監督者

等についても同様。 

 

③ 発熱・咳等の症状のある受験生への対応 

試験開始前に発熱・咳等の症状の有無を試験監督者より確認し、本人の申出により、発熱・咳等の

症状のある受験生がいた場合には、診療室で対応することを案内しつつ、別室での受験を提示するこ

と。 

 

④ 体調不良を訴えた試験監督者等への対応 

当日試験業務に携わる試験監督者等に体調不良などを訴える者がいた場合には、代替の試験監督

者等と交代し、自宅待機や医療機関の受診など、労務管理上、適切な対応をとる。 

 

⑤ 換気の実施 

試験室の大きさやそれに対する受験生の数、出題科目ごとの試験時間が異なるなど、事情が様々で

あることから、一律に換気の目安を示すことは難しいものの、可能な限り換気の頻度を多くすること。少

なくとも１ 科目終了ごとに、できるだけすべての窓を可能な限り長く、開放することが望ましい。 

 

⑥ 昼食時の対応 

昼食時の受験生同士の会話、交流、接触を最大限に抑制する観点から、待機室、食事用控室、学生

食堂の開放等は行わず、受験生には昼食持参と自席での食事を要請する。 

 

⑦ 試験場入場前の対応 

試験場の入口に、発熱・咳等の症状のある場合はその旨を申し出ることを記載した案内紙を掲示す

るなど、体調不良者に注意を促す。 

 

⑧ 試験終了時の周知 

退出の順番が来るまでそのまま待機すること、試験場内ではマスクを廃棄しないこと、各自寄り道な

どはせず、できるだけまっすぐ帰宅すること、帰宅後はまず手や顔を洗うことについて受験生への周知を

行う。 

 

（３） 試験終了後 
 

① 試験監督者等の健康観察 

当日試験業務に携わった試験監督者等については、毎朝、体温測定や体調の観察を行うことを要請

し、体調不良などを訴える者がいた場合には、自宅待機や医療機関の受診など、労務管理上、適切な

対応をとる。 

 

② 試験室の机、椅子の消毒 

当日の試験終了ごとに消毒用アルコール（次亜塩素酸ナトリウム液（漂白剤）を希釈したものも可）



を使用した拭き取りを行う。なお、試験終了後、使用した机を７２時間以上使用しない場合には、吐しゃ

物などの汚物が付着していない限り、特に消毒は行わない。 

 

③ 保健所等の行政機関への協力 

試験終了後に、新型コロナウイルスの感染が判明した受験生や試験監督者等がいた場合には、濃厚

接触者の特定など、保健所等の行政機関が行う必要な調査への協力を行う。 

 

 

４．受験生に対する要請事項 
 

試験場における感染拡大を防止し、受験生自身が安心して受験できる環境を確保していくため、あら

かじめ受験生に要請しておくべき事項については、以下のとおりとする。 

 

① 医療機関での受診 

発熱・咳等の症状がある受験生はあらかじめ医療機関での受診を行うこと。 

 

② 受験できない者 

新型コロナウイルスに罹患し、試験日までに医師が治癒したと診断していない者や、試験日直前に濃

厚接触者（※）に該当するとされ、自宅待機等を指示された者は受験できないこと。 

また、追試験又は振替受験の意思確認のため、必ず大学に連絡をするよう求めること。 
（※）濃厚接触者とは、保健所より濃厚接触者に該当すると伝えられた者のほか、過去2 週間以内に、政府か

ら入国制限、入国後の観察期間を必要とされている国・地域から日本に入国した者を含む。 

 

③ 試験当日における対応 

試験当日、新型コロナウイルス感染が疑われる症状がある場合は受験を取り止めること。また、発熱・

咳等の症状や、体調不良である受験生は、その旨を試験監督者等に申し出ること。 

なお、症状の有無にかかわらず、各自マスクを持参し、試験場では、昼食時以外は常に着用すること。

休憩時間や昼食時等における他者との接触、会話を極力控えること。 

 

④  試験当日の服装、昼食 

試験当日、試験室の換気のため窓の開放等を行う時間帯があるため、上着など暖かい服装を持参

すること。また、試験会場で食堂の営業等は行わないため、昼食を持参し、自席で食事をとること。 

 

⑤ ワクチンの接種 

他の疾患の罹患等のリスクを減らすため、インフルエンザワクチンその他の予防接種を受けておくこと

が望ましいこと。 

 

⑥ 「新しい生活様式」等の実践 

日頃から、手洗い・手指消毒、咳エチケットの徹底、身体的距離の確保、「三つの密」の回避などを行

うとともに、バランスのとれた食事、適度な運動、休養、睡眠など、体調管理に心がけること。 

 

 

 

（参考） 

新型コロナウイルスに関する帰国者・接触者相談センター（厚生労働省） 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/covid19-

kikokusyasessyokusya.html 


